
第5回　関西元気な地域づくり発表会 

〈地域資源活用〉 

1．活動方針・目的 

　　　日本ウミガメ協議会の活動は、ウミガメの調査・研究の他に、調査や研究で分かったことやウミ

　　ガメに関する正しい知識を社会へ伝えていくことに力を入れています。 

　　　2007年より「ウミガメエコツーリズム」というイベントを神戸市で開催しています。神戸空港

　　西緑地人工池で夏場、保護しているアカウミガメとふれあいながら、ウミガメの現状などの講演会

　　をおこない、少しでも多くの市民にウミガメに興味と正しい知識を知ってもらいたいと思っています。

　　このイベントをおこないウミガメへの興味をもってもらい、イベント以外の時もウミガメを観察に来

　　てもらうことで、神戸空港西緑地人工池が市民にとってにぎわいの空間になってほしいと思います。 

 

2．活動内容 

　　　夏場、大阪湾内も多くのアカウミガメが産卵場所や餌を求めて回遊してくるが、船の航行、漁業

　　が盛んにおこなわれている大阪湾では、回遊して来たウミガメが船との衝突や漁網にかかり、傷つ

　　き命を落とすことも少なくありません。そこで、大阪湾内で発見、保護したウミガメを神戸空港西

　　緑地人工池へ移し保護する活動を2007年より開始しました。 

　　　月に１回、ウミガメエコツーリズムを開催しました。ウミガメエコツーリズムでは、当会研究者

　　によるウミガメの講演会、ウミガメの健康診断(体長や体重の測定)、甲らのコケ掃除などをおこな

　　い参加者がウミガメを間近で観察できふれ合えるようなイベントの内容にしました。また、夏休み

　　中、土日休日は神戸西緑地人工池を市民に開放しいつでもウミガメを見に来てもらえるようにしま

　　した。必要に応じて監視スタッフがウミガメの解説をおこないました。 

 

3．他の活動団体の参考となる事例 

　　・活動を開始してはじめのほうはなかなか参加者が集まらなかったが、当会のＨＰでの活動紹介、

　　メールマガジン、環境イベントでの活動紹介、メールマガジンの読者の獲得、新聞などを使っての

　　広報活動をおこなったところ、参加者が徐々に増え始めた。 

　　・イベントに参加したいが少し遠いからなかなか行けないなどの人のためにウミガメエコツーリズ

　　ムツアーをおこなった。 

　　・神戸空港西緑地人工池にウミガメいることがあまり把握されていなかったため、ポスターを掲示

　　した。 

 

4．今後の課題等 

　　・大阪湾沿岸には市民が海と接することが出来る空間が少ないように感じます。また、そのような

　　場所は都心からは離れた場所にあり簡単に行くのは難しいのではないでしょうか。そこで、神戸空

　　港西緑地人工池に大阪湾に生息する生き物を展示する博物館のようなものを作り、ウミガメをはじ

　　め海洋生物とふれあってもらう場をもちたいと思います。 
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